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市
長
就
任
か
ら
約
３
年
の
間
、
私
は
、

次
の
世
代
に
誇
り
を
持
っ
て
引
き
継
げ
る

石
岡
市
の
創
造
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
事
業
の
選
択
に

あ
た
っ
て
は
優
先
順
位
の
高
い
事
業
を
市

民
の
皆
様
に
明
示
し
、
財
源
の
集
中
を

図
っ
て
迅
速
に
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
市
の

初
動
体
制
の
不
備
や
対
応
の
未
熟

さ
か
ら
情
報
の
伝
達
が
遅
れ
、
市

民
の
皆
様
に
ご
不
安
を
与
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
早
速
、
発
災
時
に

お
け
る
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直

し
、
機
動
力
あ
る
体
制
を
整
え
ま

し
た
が
、
震
災
へ
の
対
応
は
そ
れ

に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
震

災
を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
不
測
の

事
態
に
備
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

痛
感
す
る
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う

な
災
害
に
も
負
け
な
い
、「
安
全
・
安
心
」

な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
市
民
の
皆
様
の
間
に
は
、
震
災

直
後
の
混
乱
の
中
で
も
、
助
け
合
い
協
力

し
合
っ
て
困
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
い
う

自
治
力
の
発
揮
が
多
く
見
ら
れ
、
行
政
と

し
て
大
い
に
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
が
一
体
と
な
り
、
絆
を
深
め
合
い
な

が
ら
自
ら
の
役
割
を
担
う
、
こ
の
よ
う
な

「
共
生
・
協
働
」
は
、
私
た
ち
行
政
が
市

民
の
皆
様
と
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
関
係
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
施
策
が
、
震
災
後
の
「
復
旧
」

か
ら
本
格
的
な
「
復
興
」
へ
と
移
行
す
る

中
、
私
は
今
後
、
石
岡
を
さ
ら
な
る
高
み

へ
と
飛
躍
さ
せ
る
た
め
、
地
域
の
特

性
を
最
大
限
に
活
か
し
た
、
存
在
感

の
あ
る
、
石
岡
な
ら
で
は
の
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
の
た
び
策
定
し
た
将
来
構
想

「
石
岡
か
が
や
き
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、

「
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
し
輝
く

ま
ち
い
し
お
か
」
を
将
来
像
に
掲

げ
ま
し
た
。「
快
適
な
住
環
境
に
よ

る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

と
「
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
に
よ
る
共
生
・
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
と
を
推
進
し
な
が
ら
、

様
々
な
施
策
に
よ
っ
て
市
の
魅
力
を
一
層

輝
か
せ
、
誰
も
が
「
石
岡
が
大
好
き
」
と

言
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
「
石
岡
か
が
や
き
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
概
要

版
は
、
広
報
い
し
お
か
５
月
１
日
号
の
折

り
込
み
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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私
は
昨
年
、
市
民
の
皆
様
の
声
と
現
状
分
析
に
よ
っ
て
事
業

を
精
査
し
、
重
点
的
に
取
り
組
む
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
創
設
し
、
大
き
な
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を
再
度
見
直
し
、
９
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
１
つ
の
共
通
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
健
康
維
持
や
子
育
て

に
要
す
る
費
用
の
支
援
を
引
き
続
き

実
施
す
る
ほ
か
、「
予
防
接
種
事
業
」

児
童
・
生
徒
が
、
い
き
い
き
と

学
べ
る
創
意
と
活
力
に
満
ち
た
学
校

づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
耐

震
補
強
事
業
を
進
め
、
教
育
環
境
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る
「
八

郷
中
学
校
建
設
事
業
」
は
、
平
成
25

年
４
月
の
開
校
に
向
け
、
校
舎
建
設

の
ほ
か
、
武
道
場
の
建
設
を
進
め
ま

す
。ま

た
「
小
中
学
校
空
調
整
備
事

市
の
魅
力
を
一
層
輝
か
せ
る
た
め
の
施
策

で
は
、
今
ま
で
の
子
宮
頸け
い
が
ん
・
ヒ

ブ
・
小
児
肺
炎
球
菌
に
加
え
、
新
た

に
水
痘
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
接
種
費

用
助
成
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、「
医
療
福
祉
費
単
独
事
業
」

を
実
施
し
、
小
学
４
年
生
か
ら
中
学

生
の
入
院
に
か
か
る
保
険
診
療
の
一

部
自
己
負
担
額
を
助
成
す
る
と
と
も

に
、
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の
第
３
子
以
降
の
児
童
を
対
象
に
、

入
院
の
他
、
外
来
・
調
剤
に
か
か
る

医
療
費
に
つ
い
て
も
助
成
し
て
、
子

育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま

す
。さ

ら
に
、
育
児
不
安
な
ど
に
対

し
て
相
談
指
導
な
ど
を
実
施
す
る
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
増
設
す

る
こ
と
で
、
き
め
細
か
な
育
児
支
援

を
行
い
ま
す
。

子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
育
環
境
充
実

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

予
防
接
種
事
業　
　

１
億
56
万
円

市
の
支
出　
　
　

５
５
６
８
万
円

県
の
補
助　
　
　

４
４
８
８
万
円

医
療
福
祉
費
単
独
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
４
６
万
円

市
の
支
出　
　
　
　

４
３
６
万
円

そ
の
他　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

３
７
０
０
万
円

市
の
支
出　
　
　

１
８
５
０
万
円

国
の
補
助　
　
　

１
８
５
０
万
円

事
業
名
・
財
源
な
ど

業
」
で
は
、
近
年
の
猛
暑
へ
の

対
策
と
し
て
小
学
校
図
書
室
へ

空
調
設
備
を
整
備
し
、
児
童
・

生
徒
の
学
習
環
境
を
改
善
し
て

教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
な
お
、
今
後
は
学
校
施
設

耐
震
化
に
併
せ
、
小
中
学
校
へ

の
空
調
設
備
導
入
を
計
画
的
に

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

八
郷
中
学
校
建
設
事
業

　
　
　
　
　

13
億
５
９
１
８
万
円

市
の
支
出　

９
億
６
８
３
３
万
円

（
う
ち
市
債
８
億
７
９
１
０
万
円
）

※
市
債
の
一
部
は
、
後
年
に
国
か

ら
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
ま
す
。

国
の
補
助　

３
億
９
０
８
５
万
円

小
中
学
校
空
調
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
０
万
円

市
の
支
出　
　
　
　

４
５
０
万
円

事
業
名
・
財
源
な
ど

子育て支援センター

八郷中学校完成予想図

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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本
市
は
、
都
心
か
ら
70
キ
ロ
圏
に

位
置
し
、
交
通
基
盤
も
充
実
し
て
い

ま
す
。
こ
の
立
地
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
新
た
な
国
の
制
度
の
活

用
や
万
全
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
よ
っ

て
、
引
き
続
き
企
業
誘
致
に
努
め
ま

す
。
ま
た
今
年
度
は
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
か
ら
半
径
１
キ
ロ
圏
内
に
物
流
基

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成

21
年
末
に
内
閣
府
か
ら
認
定
を
得
た
「
石
岡
市
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
に
基
づ
く
事
業
の
推
進
、
強

化
に
努
め
る
一
方
、「
石
岡
駅
周
辺
整
備
事
業
」
に
よ

っ
て
Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
に
東
西
自
由
通
路
と
橋
上
駅
舎
を
整

備
し
、
駅
東
西
の
利
便
性
向
上
と
人
の
流
れ
の
活
発
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
西
口
駅
前
広
場
や
Ｂ
Ｒ
Ｔ
専
用

駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
、
交
差
点
の
改
良
な
ど
を
実
施

し
、
交
通
の
円
滑
化
と
安
全
性
の
向
上
、
公
共
交
通
機

関
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

「
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
」
で
は
、
中
心
市
街
地

の
魅
力
・
活
力
を
生
み
出
す
た
め
、
区
域
内
へ
の
新
規

出
店
者
な
ど
に
支
援
を
行
う
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
市
民

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
活
性
化
に
向
け
た
人
材
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
な
ど
を
促
進
し
て
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
へ

の
機
運
醸
成
を
図
り
ま
す
。

企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
が
設
置
可
能
と
な
る
規
制
緩
和
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

「
就
職
支
援
事
業
」
で
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
石
岡
管
内
の
企
業
と
学
卒
者

な
ど
を
対
象
に
就
職
相
談
会
や
面
接

会
を
開
催
し
、
参
加
企
業
の
Ｐ
Ｒ
活

動
と
雇
用
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

→ 至 水戸

石岡駅橋上駅舎
（バリアフリー化）

東西自由通路
（バリアフリー化）

ＢＲＴ専用駅前広場

開発予定地

開発予定地
東口駅前広場

西口駅前広場

← 至 上野 石岡駅

充
実
し
た
優
遇
制
度

・
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の

３
年
間
免
除

・
法
人
事
業
税
（
３
年
間
）
と
不

動
産
取
得
税
の
課
税
免
除
（
県
実

施
事
業
）

・
市
民
を
従
業
員
と
し
て
５
人
以

上
雇
用
す
る
と
１
人
に
つ
き
10
万

円
／
年
を
最
大
３
年
間
補
助
（
中

小
企
業
は
３
人
）

・
工
場
立
地
法
に
基
づ
く
環
境
施

設
・
緑
地
面
積
率
の
緩
和

企
業
活
動
へ
の
支
援

・
企
業
情
報
発
信
・
求
人
情
報
提

供
を
サ
ポ
ー
ト

・
各
種
法
令
へ
の
対
応
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

就
職
支
援
事
業　
　
　
　

59
万
円

市
の
支
出　
　
　
　
　
　

59
万
円

事
業
名
・
財
源
な
ど

石
岡
駅
周
辺
整
備
事
業

　
　
　
　
　

３
億
２
０
７
７
万
円

市
の
支
出　

１
億
７
６
７
７
万
円

（
う
ち
市
債
１
億
５
８
４
０
万
円
）

※
市
債
の
一
部
は
、
後
年
に
国
か

ら
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
ま
す
。

国
の
補
助　

１
億
４
４
０
０
万
円

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
２
５
０
万
円

市
の
支
出　
　
　

２
６
６
４
万
円

国
の
補
助　
　
　
　

５
８
６
万
円

事
業
名
・
財
源
な
ど

平成　　年度 予算特集24

柏原工業団地全景

 JR 石岡駅前
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首
都
圏
で
も
評
価
の
高
い
本
市

農
産
物
の
販
路
拡
大
を
図
る
た
め
、

県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
首
都
圏
な
ど
の

県
外
で
も
展
示
即
売
会
を
行
い
、
生

産
物
の
流
通
促
進
と
加
工
に
よ
る
ブ

ラ
ン
ド
化
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
就
農
人
口
の
減
少
は
地

域
社
会
の
活
力
低
下
な
ど
、
地
域
に

及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

「
新
規
就
農
者
支
援
対
策
」
と
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
新
規
就
農

（
林
）
者
の
募
集
を
行
う
と
と
も
に
、

就
農
（
林
）
か
ら
定
住
ま
で
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
を
整
備
す
る
な
ど
、
若
い

世
代
に
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
、

就
農
（
林
）
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

県
内
で
も
高
齢
化
率
が
高
い
本

市
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
が
培
っ
て

き
た
豊
か
な
知
識
や
経
験
を
、
地
域

社
会
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
視

点
が
重
要
で
す
。
本
市
で
は
、
体
を

動
か
す
こ
と
に
よ
る
健
康
増
進
の
大

切
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
参
加
の
機
会
を
設

け
る
た
め
に「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

を
開
催
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
の
方
々

が
気
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た

東
日
本
大
震
災
や
、
台
風
、
集

中
豪
雨
に
よ
る
自
然
災
害
な
ど
、
昨

年
は
、
日
常
に
お
け
る
備
え
の
重
要

性
を
強
く
認
識
さ
せ
ら
れ
た
年
で
し

た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、「
防

災
対
策
事
業
」
で
は
、

緊
急
時
に
お
け
る
体
制

の
充
実
を
図
る
ほ
か
、

各
避
難
所
へ
計
画
的
に

防
災
倉
庫
を
設
置
し
、

必
要
な
防
災
用
備
品
や

備
蓄
品
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
「
防
災
無
線

整
備
事
業
」
で
は
、
必

要
な
情
報
を
一
斉
に
市
民
に
伝
達
す

る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に

自
然
の
恵
み
を
活
か
し
た

　

  
農
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
農
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業
」
で
は
、

パ
ン
用
小
麦
「
ゆ
め
か
お
り
」
や
米

粉
に
よ
る
パ
ン
や
ス
イ
ー
ツ
の
商
品

化
と
販
売
を
行
う
と
と
も
に
、小
麦
・

米
粉
の
生
産
拡
大
に
合
わ
せ
て
学
校

給
食
や
菓
子
店
な
ど
で
の
活
用
を
促

進
し
ま
す
。

高
齢
者
い
き
い
き

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
て
人
と
の
交

流
を
通
じ
た
社
会
参
加
を
促
進
す
る

ほ
か
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の

普
及
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
介
護
予

防
活
動
の
推
進
と
交
流
機
会
の
拡
大

を
目
指
し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
９
万
円

市
の
支
出　
　
　
　

１
１
１
万
円

参
加
者
の
負
担　
　
　
　

18
万
円

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

80
万
円

市
の
支
出　
　
　
　
　
　

80
万
円

介
護
予
防
の
取
り
組
み　

６
万
円

市
の
支
出　
　
　
　
　
　

４
万
円

国
県
等
の
補
助　
　
　
　

２
万
円

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

農
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

３
３
８
万
円

市
の
支
出　
　
　
　

３
３
８
万
円

新
規
就
農
者
支
援
対
策
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

25
万
円

市
の
支
出　
　
　
　
　
　

25
万
円

事
業
名
・
財
源
な
ど

事
業
名
・
財
源
な
ど

防
災
対
策
事
業　

２
３
０
８
万
円

市
の
支
出　
　
　

２
３
０
８
万
円

防
災
無
線
整
備
事
業
（
実
施
設
計
）

　
　
　
　
　
　
　

１
３
６
８
万
円

市
の
支
出　
　
　

１
３
６
８
万
円

　
　
（
う
ち
市
債
１
１
９
０
万
円
）

※
市
債
の
一
部
は
、
後
年
に
国
か

ら
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
ま
す
。

本
庁
舎
の
整
備　
　
　
　

20
万
円

市
の
支
出　
　
　
　
　
　

20
万
円

事
業
名
・
財
源
な
ど

向
け
て
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
本
庁
舎
の
整
備
」
で
は
、

防
災
の
拠
点
と
な
る
べ
き
市
役
所
本

庁
舎
が
震
災
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
声
を
広

く
取
り
入
れ
な
が
ら
、
整
備
に
向
け

た
検
討
を
行
い
ま
す
。

米粉を使ったパンの試作品

健康福祉スポーツ大会

地区防災訓練（大増地区）

東日本大震災直後の市役所 1 階ロビー
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本
市
は
、
筑
波
山
系
の
茅か
や
ぶ
き葺

民

家
や
四
季
折
々
の
風
景
な
ど
に
加

え
、
歴
史
的
な
建
造
物
が
多
く
残
る

な
ど
、
景
観
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
美
し
い
自
然
環
境
や
歴

史
資
源
を
活
か
し
、
個
性
的
な
都
市

景
観
を
形
成
す
る
た
め
、
そ
の
あ
り

方
や
目
指
す
方
向
性
を
示
す
景
観
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

土
浦
市
新
治
地
区
と
八
郷
地
区

を
結
ぶ
朝
日
ト
ン
ネ
ル
が
今
年
度
中

に
開
通
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
首

都
圏
か
ら
八
郷
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
格
段
に
向
上
し
、
観
光
客
の
増
加

が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
施

策
を
展
開
し
ま
す
。

ま
ず
、
石
岡
市
産
の
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
で
良
質
な
農
産
物
等
を
材
料
に

「
い
し
お
か
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
」

を
創
作
し
、
市
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
ら
９
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
共
通
テ
ー

マ
と
な
る
の
が
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
で
す
。
本
市
は
、
平
成
23
年
３

月
に
「
石
岡
市 

市
民
協
働
ま
ち
づ

く
り
推
進
へ
の
指
針
」
を
策
定
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
市
民
と
行

政
が
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
、
尊

重
し
、
共
通
の
目
的
に
向
か
う
『
協

働
』
関
係
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
協
働
へ

の
意
識
を
高
め
る
た

め
、
市
民
や
市
職
員

を
対
象
に
講
演
会
、

研
修
会
を
開
催
す
る

ほ
か
、
広
報
紙
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

を
発
信
し
、
相
互
理

解
と
協
力
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま

す
。

景
観
向
上
・
保
全

　

  　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

景
観
計
画
の
策
定

身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
０
万
円

県
の
補
助　
　
　

２
０
２
０
万
円

農
地
・
水
保
全
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
１
２
３
万
円

市
の
支
出　
　
　

１
１
２
３
万
円

事
業
名
・
財
源
な
ど

観
光
・
交
流
活
性
化

　

  　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

い
し
お
か
の
魅
力
創
造
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
１
３
２
万
円

市
の
支
出　
　
　

１
１
３
２
万
円

観
光
施
設
の
環
境
整
備
事
業

　
　
　
　
　

１
億
２
９
３
０
万
円

市
の
支
出　

１
億
２
９
３
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
基
金
繰
入
）

事
業
名
・
財
源
な
ど

ま
た
、
田
園
・
生
活
環
境
の
保

全
、
景
観
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

里
山
や
道
路
沿
い
の
山
林
な
ど
、
身

近
な
み
ど
り
の
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
整
備
し
た
山
林
の
維
持
管
理

に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て

い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、土
地
改
良
区
、

子
ど
も
会
、
消
防
団
な
ど
で
組
織
さ

れ
た
地
域
団
体
が
行
う
農
業
用
施
設

の
維
持
補
修
、
生
態
系
の
保
全
、
農

村
景
観
の
保
全
な
ど
の
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

ま
た
、「
観
光
施
設
の
環
境
整
備

事
業
」
と
し
て
、「
や
さ
と
温
泉
ゆ

り
の
郷
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
な

ど
、
観
光
施
設
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
地
域
の
観
光
資
源
を
活
か

し
た
通
年
の
周
遊
・
交
流
メ
ニ
ュ
ー

を
充
実
さ
せ
、
朝
日
ト
ン
ネ
ル
開
通

に
合
わ
せ
た
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

す
。

協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

32
万
円

市
の
支
出　
　
　
　
　
　

32
万
円

事
業
名
・
財
源
な
ど

平成　　年度 予算特集24

片野地区から筑波山を望む

森林の保全活動

24 年度開通予定の朝日トンネル（写真は貫通式）

リニューアル予定のやさと温泉ゆりの郷

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

  

共
通
テ
ー
マ   
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一
般
会
計

予
算
総
額
２
８
８
億
８
０
０
０
万
円

　
「
一
般
会
計
」
と
は
、
石
岡
市
の
よ
う
な
地
方

公
共
団
体
が
一
般
行
政
を
行
う
上
で
、
主
要
な
経

費
を
賄
う
会
計
で
す
。

　

今
年
度
の
予
算
総
額
が
昨
年
度
と
比
べ
て
１
億

円
の
増
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
八
郷
中
学
校
建
設

事
業
（
13
億
５
９
１
８
万
２
０
０
０
円
）、
東
小

学
校
改
築
事
業
（
１
億
９
９
５
０
万
円
）、
石
岡

駅
周
辺
整
備
事
業
（
３
億
２
０
７
６
万
７
０
０
０

円
）
な
ど
の
建
設
事
業
を
行
う
こ
と
が
大
き
な
要

因
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
支
出
を
賄
う
収
入
は
、
大
き
く
自
主

財
源
（
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
。
市
税

や
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
）
と
依
存
財
源
（
国
や

県
の
意
思
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ

る
財
源
。
地
方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
な
ど
）
に

分
け
ら
れ
ま
す
が
、
今
年
度
の
自
主
財
源
の
割
合

は
40
・
２
％
で
、
昨
年
と
比
べ
て
０
・
９
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
景
気
の
影
響
な

ど
に
よ
っ
て
市
税
収
入
な
ど
が
減
っ
て
い
る
こ
と

が
要
因
で
す
。

　

一
方
の
依
存
財
源
で
は
、
地
方
交
付
税
が

１
億
６
０
０
０
万
円
増
額
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

市
債
（
借
入
れ
）
が
８
億
３
２
４
０
万
円
増
え
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
２
８
８
億
８
０
０
０
万
円
（
前
年
度
比
１
億

円
増
）、
11
あ
る
特
別
会
計
の
総
額
は
１
９
９
億
９
８
２
８
万
９
０
０
０

円
（
前
年
度
比
９
億
１
６
５
２
万
９
０
０
０
円
増
）
で
、
全
会
計
の
総
額
は
、

４
８
８
億
７
８
２
８
万
９
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

自動車取得税交付金　　　8,480 万円（0.3%）
ゴルフ場利用税交付金　　5,560 万円（0.2%）
地方特例交付金　　　　　3,070 万円（0.1%）
利子割交付金　　　　　　2,030 万円（0.1% 未満）
配当割交付金　　　　　　1,550 万円（0.1% 未満）
交通安全対策特別交付金　1,260 万円（0.1% 未満）
株式等譲渡所得割交付金　　340 万円（0.1% 未満）

繰入金  １億 5,014 万６千円（0.5%）
財産収入   　2,301 万５千円（0.1% 未満）
寄附金           　410 万８千円（0.1% 未満）

諸収入（2.4%）
6 億 8,028 万１千円

分担金及び負担金（1.2%）
　　3 億 5,606 万 3 千円

繰越金 3 億円（1.0%）

使用料及び手数料（1.0%）
　　2 億 7,772 万 9 千円

県支出金（5.6%）
16 億 2,058 万 5 千円

収
　
入

性 

質 

別 

グ 

ラ 

フ

国庫支出金
42 億 7,213 万 2 千円

（14.8%）

地方交付税
59 億 8,000 万円

（20.7%）

市税
98億2,144万1千円

（34.0%）

源

自

財

主

源

依

財

存

◆性質別分類◆　市の経費を、経済的性質に着目して分類

したもので、大きく分けて義務的経費・投資的経費・その

他の経費に分類されます。さらにその中で、人件費・物件

費・維持補修費・扶助費・普通建設事業費・公債費などに

分類されます。

扶助費…生活保護費、子ども手当、老人福祉費など
人件費…職員の給与や共済費、議会議員の報酬など
物件費…消費的性質を持つ経費で、委託料や賃借料など
普通建設事業費…道路、学校、公園など各種公共施設の新
増設事業など
補助費等…各種団体への助成金や一部事務組合への負担金
など

◆目的別分類◆　経費を達成しようとする行政目的に応じ

て区分したものです。

総務費…市組織の運営、徴税、戸籍、統計、選挙など
民生費…児童・高齢者・障がい者福祉、生活保護など
衛生費…母子保健、廃棄物処理、公害対策など
労働費…労働者福祉・支援などの経費
農林水産業費…農業振興、林業振興など
商工費…商工業振興、観光振興など
土木費…道路、公園、市営住宅などの整備や維持補修など
消防費…火災、風水害、地震などから市民を守る経費
教育費…学校教育、生涯学習、文化・スポーツ振興など
公債費…借り入れた市債の元金の返済や利子の支払いなど

地方消費税交付金（2.5%）
7 億 1,010 万円

地方譲与税（1.6%）
4 億 7,100 万円

市債（13.8%）
39 億 9,050 万円

一般会計

収 入

一般会計 収入
288億8,000万円
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一般会計 支出
288億8,000万円

人件費
52億3,942万7千円

（18.2%）

扶助費
55億7,087万4千円

（19.3%）

普通建設事業費　
44億7,647万6千円

（15.5%）

　
「
一
般
会
計
」
の
支
出
を
、
そ
の
性
質
ご
と
に
区
分
す

る
と
、
下
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
は
「
扶
助
費
」
で

す
が
、
昨
年
と
比
べ
て
約
２
億
６
０
０
０
万
円
（
４
・
５
％
）

減
少
し
て
い
ま
す
。「
扶
助
費
」
に
含
ま
れ
る
生
活
保
護
費

や
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
な
ど
は
増
額
に
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
国
の
制
度
の
関
係
で
、
子
ど
も
手
当
が
減
と
な

っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　
「
人
件
費
」
は
、
昨
年
度
と
比
べ
て
約
１
億
６
７
０
０
万

円
（
３
・
１
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
さ
ら
に
、

合
併
直
後
の
平
成
18
年
度
当
初
と
比
較
す
る
と
、
約
10
億
円

の
減
と
な
り
ま
す
。

　
「
普
通
建
設
事
業
」
は
、
右
ペ
ー
ジ
に
挙
げ
た
事
業
や
、

ゆ
り
の
郷
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
（
１
億
２
７
１
５
万
円
）

な
ど
に
よ
っ
て
、
昨
年
度
よ
り
約
８
億
１
５
０
０
万
円

（
22
・
３
％
）
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
公
債
費
」
は
、
昨
年
度
、
石
岡
小
美
玉
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
整
備
の
た
め
に
借
り
た
市
債
を
、
当
初
の
予
定
よ
り
早

め
に
償
還
し
た
た
め
、
昨
年
度
よ
り
約
９
３
０
０
万
円

（
２
・
９
％
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆収入◆

市税…市民から納めていただく市の税金です。市民税や固
定資産税、軽自動車税、市たばこ税、都市計画税などです。
分担金及び負担金…市特定の事業の財源として、その事業
により利益を受ける個人や団体に支払っていただくもので
す。保育所運営負担金や児童クラブ保護者負担金などです。
使用料及び手数料…使用料は、市の施設などを使用・利用
した方に支払っていただくもので、市営住宅や運動公園、
公民館などの使用料です。
寄附金…ふるさとづくり寄附など、個人や団体からいただ
く寄附です。

繰入金…一般会計、特別会計、基金などの間で行うお金の
移動のことで、他の会計からの繰入れのほか、基金を取り
崩して繰入れる場合もあります。
諸収入…他の科目に含まれない収入をまとめたものです。
市税等の延滞金などです。
地方交付税…すべての地方公共団体が、一定水準のサービ
スを提供できるように国から交付される税です。
国庫支出金…国が使途を特定して地方公共団体に交付する
支出金です。
市債…市が国や民間金融機関などから長期的に借り入れる
資金のことです。市では、将来の財政負担が大きくならな
いよう計画的に借り入れを行っています。

物件費（12.7%）　
36 億 6,596 万 1 千円

繰出金（12.0%）　
34億6,245万9千円

公債費（10.7%）　
30 億 9,382 万 1 千円

補助費等（10.1%）　
29 億 1,741 万 5 千円

維持補修費（1.1%）　
3 億 1,265 万 5 千円

貸付金  　6,676 万 4 千円（0.2%）
積立金  　4,026 万 7 千円（0.1%）
投資・出資金  　360 万円（0.1% 未満）
災害復旧費　28 万 1 千円（0.1% 未満）
予備費            　3,000 万円（0.1%）

支
　
出

性 

質 

別 

グ 

ラ 

フ

支　出 目 的 別 グ ラ フ

議会費（1.0%）　
2 億 9,903 万 1 千円

総務費（8.3%）　
23億 9,215万3千円

民生費（32.7%）　
94億 3,546 万円

衛生費（7.7%）　
22億1,147万8千円

労働費（0.1% 未満）　
144万 8千円 農林水産業費（3.7%）

10億7,098 万8千円商工費（1.9%）　
5億 3,787万5千円

土木費（14.9%）　
43億 1,143万1千円

消防費（4.7%）
13億 5,911万8千円

教育費（14.2%）　
40億 9,576万2千円

諸支出金（0.1%）
4,026万7千円

公債費（10.7%）　
30億 9,470万8千円

災害復旧費（0.1%未満）
28万1千円

予備費（0.1%）
3,000万円

　用語の説明

一般会計

支 出
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特
別
会
計

予
算
総
額
１
９
９
億
９
８
０
０
万
円

　

石
岡
市
に
は
、
一
般
的
な
お
金
の
出
し
入
れ
を
行
う
「
一

般
会
計
」
の
ほ
か
に
、
11
の
「
特
別
会
計
」
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
人
た
ち
が
お
互
い
に
助
け
合
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
（
国
民
健
康
保
険
な
ど
）
や
限

ら
れ
た
人
た
ち
が
負
担
し
、
利
益
を
受
け
る
事
業
（
農
業

●授産所特別会計

2,329 万 6 千円（△ 0.5％）
　生活保護法に基づく保護施
設・石岡市授産所の運営を行っ
ています。
●簡易水道事業特別会計

2 億 3,205 万 8 千円（101％）
　三村地区（一部を除く）へ、
生活用水などの浄水を供給して
います。
●駐車場特別会計

1,952 万 3 千円（△ 6.6％）
　石岡駅周辺の駐車場の維持管
理を行っています。
●農業集落排水事業特別会計

3 億 3,227 万 5 千円（△ 3.1％）
　出し山、関川、東成井、石岡
西部の各地区施設の維持管理
や、恋瀬地区の整備事業などを
行います。
●霊園事業特別会計

1,710 万 2 千円（△ 25.3％）
　龍神山と半ノ木の市営霊園の
維持管理を行っています。
●介護サービス事業特別会計

2 億 9,275 万 4 千円（0.1％）
　特別養護老人ホーム「のぞみ」
の運営に要する経費や、包括支
援センターが行う介護予防支援
に係る経費です。
●後期高齢者医療特別会計

6 億 5,033 万 6 千円（2.6％）
　75 歳以上の人と 65 歳以上で
一定の障害がある人は、医療の
給付を受けられます。制度の運
営は茨城県後期高齢者医療広域
連合が行い、市は保険料の徴収
や窓口業務を行っています。

集
落
排
水
事
業
や
下
水
道
事
業
な
ど
）
で
、
一
般
会
計
と

は
別
に
経
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
設
け
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

予
算
額
の
大
き
な
３
つ
の
会
計
を
グ
ラ
フ
で
、
そ
れ
以

外
は
予
算
額
と
会
計
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

その他の特別会計

●水道事業会計

8 億 2,546 万 8 千円（△ 4.0％）
＊収益的・資本的支出の合計
　八郷地区の水道用水の供給、
水道事業の計画と工事、水道料
金の徴収などを行っています。

61億3,890万6千円（16.1%）介護保険特別会計

　介護保険は、費用の半分を市と国・県、残りを被保
険者が負担する仕組みになっています。市はこのお金
を、被保険者が受けた介護や支援のサービスに応じ、
その事業者へ支払っています。

国民健康保険税
　23億3,035万8千円
   　　　　　（25.6%）

収入支出

国・県の補助（33.4%）
　30億3,879万7千円

国・県以外の補助（33.5%）
30億4,501万4千円

一般会計繰入金（6.9%）
6億3,214万1千円

その他（0.6%）
5,436万4千円

総務費（2.0%）
1億 8,533万4千円

保険給付費（65.1%）　
59億2,491万2千円

支援金・納付金・拠出金等
28億2,893万1千円

（31.1%）

保健事業費・その他
１億6,149万7千円

（1.8%）

下水道事業特別会計 23億6,589万7千円（△ 3.3%）

　下水道事業は、整備区域内に土地を所有する人などの
受益者負担金や実際に使用した人の使用料のほか、一般
会計からの繰入金によって管理運営を行っています。

受益者負担金・使用料等
　5億9,975万8千円

   　　　　　（25.4%）

収入支出

その他
2億9,786万7千円

（12.5%）

一般会計繰入金（55.5%）
13億1,272万2千円

国・県の補助（6.6%）　
　　1億5,555万円

ポンプ・管きょ維持管理
5億2,438万円

（22.2%）

予備費（0.1%）
250万円

公債費
13億2,751万6千円

（56.1%）
下水道整備事業（21.6%）

　5億1,150万1千円

収入支出

保険料（65歳以上）
　12億3,791万5千円
   　　　　　（20.2%）

保険料（40 ～ 65歳）
　16億7,776万5千円
   　　　　　（27.3%）

国・県の補助（37.0%）
　22億7,033万1千円

一般会計繰入金
9億4,823万5千円

（15.4%）

その他（0.1%）
466万円

保険給付費（93.7%）　
57億5,157万5千円

総務費・その他
　3億659万2千円

（5.0%）

地域支援事業
　8,073万9千円

（1.3%）

国民健康保険特別会計 91億67万4千円（0.7%）

　国民健康保険は、加入者からの保険税や国・県など
からの補助によって、医療費への補助などを行う制度
です。これにより、加入者の皆さんは安心して病院な
どの医療機関にかかることができます。

公営企業会計

※（　）内は、前年度比です。
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